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ある数が偶数の時には２で割る、奇数の時は３倍して１を加える、という計算を続けてみましょう。



偶数の時　（ある数）÷２

ある数



奇数の時　｛（ある数）×３｝＋１

（例）　ある数＝３　のとき
３　→　３×３＋１＝１０　→　１０÷２＝５　→　５×３＋１＝１６　→　１６÷２＝８　→　

８÷２＝４　→　４÷２＝２　→　２÷２＝１　→　１×３＋１＝４　→・・・・

※実はこの計算を続けると必ず最後は「４→２→１→４・・・」になると言われています。（「コラッツの予想」といいます。）本当にそうなるか証明されていない問題です。

問題（１）　ある数＝７のときの計算をしましょう
